
第 379回 常任理事会議事録
発行 日 .令和 う年 2月 10日

童鶏会本部 亀井鳳童 記

常任理事会に先行 じ 会計監査 (4名 )11:30～、編集委員会 (6名 )

12:30～ 、推進委員会 (6名 )12:30～ によって開かれた、議事報告は

各担当者より当日の常任理事会に報告された.

開催 日 令和 5年 2月 4日 (土)11:00～ 14:30
会 場 和光市新倉北地域センター     「以下順不同敬称略」

出席者 員篠無童、星野忠童、小森周童、佐々本明童、川津征童、

宗形幸童、五月女調童、鈴木 |`螢童、鈴木賞童、亀井鳳童

荒屋夢童、中尾志童、正本社童

委任者 納富会長、岩崎圭童、富 友童

欠席者 岡本樹童、古越笙童、朝倉葵童

・全常任理事 17名  上記の通 り議決権行使者過半数により本会議は成立 した。

記

1,開会の挨拶 冨1:会長 興篠無童

2,輪番制により議長指名             担当 亀井鳳童

3,以下決議内容報告

第① 定期演奏会の開催の進行状況について     担当 五月女調董

有力候補会場の和光市サンアゼリアの紹介報告がありましたが新たに

小森委員より都内渋谷区アロンティアインターナショナルの会場の紹介が

あり推進委員|こ より2月 14覇 |こ 現地視察を致します。

第② 会報「童門」発行進行状況について      担当 編集委員

中々原稿回収が少なく数行でも良いので各支部からのニュ‐ス.を 頂きたい、
また古典三曲の歌詞解説をも掲載する事も検討している。

第③ 童門会顕彰碑への刻印資格者について     担当 亀井鳳童
一昨年来の議題だが小森委員より初めて詳細説明があり刻印資格者の

氏墓が確認され尚協賛金納入と刻印希望の追加 :ま認めない方向で、今後の扱
いは残る文献 。出納帳の仔細調査照合を必要と思われる。

第① 日本三曲春季名流演奏会について       担当 鈴木賞童
令和 5年度童門会演奏曲「一二三鉢返調」、参加者数 30名 、会費 6000日 と

決まり報告された。                    次頁ヘ
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第⑤ 本曲勉強会申込みについて           担当 二月女調童

本年度第一日本曲勉強会にあたり申込書の説明、日本三曲春季名流演奏会

出演の課題曲:こ向けての勉強会となる説明がされた。

第③ 令和 5年度事業計画日程調整について      担当 亀井鳳童

1月 31日 付けの事業計画表について新たに出演演奏日が加わりそれに

伴う変更日の訂正版 2023/2/5と して同封致しました。

第① 常任理事会参加者減少傾向について       担当 興篠無童

止む無く委員会欠席される場合、開会|こ 支障をきたす恐れもあり事前に

欠席委任状を提出して頂くか、総務担当者に電話 :こ て略式欠席委任届を

連絡して頂ければ着信履歴により委任者として承認されます
=

第③ その他提出議案について

1、 鈴木隆童会計より本国会計監査 4名 :こ て会計監査が行われ終了致し

ましたので次国常任理事会にて決算報告をする事が報告された。
2、 中尾志童監事よりご自身ご高齢により体力的にも悟り、監事役職を

今季を以って退任表明が出され承認された。
3、 大阪神戸支部加藤邦童氏より4月 8日 地元での演奏会のご案内が

本委員会全員に回覧報告され承認された。

以 上

次 回 任理事会について

日 時  令和 5年 3月 4日 (土)9:30～ 12130

会 場  四谷笹寺 新宿区四谷 4‐4 03‐ 3351‐ 2389

法 要  11時より 献笛曲 「一二三鉢返調」

議 題  議長 鈴木賞童           輪番制による

1,童門会定期演奏会の現況 |こついて       担当 :推進委員

2,会報 「童門」の原稿回収状況 |こ ついて     担当 :編集委員
3,会計監査 と決算報告について         担当 :鈴木隆童

4,第 48回 総会の準備資料について       担当 :亀井鳳童
5 その他

上記の通 り予定 してお りますので常任理事の方 |ま上む無 くご欠席の

場合は事由 と委任を頂 きた く本部 FAX・ 又は電話連絡をお願い致 します。

連絡先  θθθ‐θ′ Fθ ‐52δ δ 櫂}彦 重″1厚董

2‐ 2



吟
＼
ａ
＼
”
”
〇
”

ヾ
■ヽ
ヽ
■

哺
鍾
覆

要

奎

壊

答

掴

お

黎

壽

Ｃ
率

翌

一一筆
メ

・
織

終

善

二
れ
」

）
¨
警
「
）

こ

甕
や

素

０
，

Ｒ
琴

苺

諏

料

賀

」や
ｔ
「
せ
進

椰

潔

一
一
暫

ヾ

黎

Ｓ
奪

ふ
コ
「
Ｘ

電
権
響
椰
蕉
貯」
制

（
■
鶏
ｏ鑢
）

堰
＃
Ю
黒
ぐ

議

事r
■■

霊
ｏ
８

餞

　

　

織

鋭
く

翠

。
無

長

慈

や
的
　

　

祟

賣

素

鐵

′
襦

犠

決

姜

′
擬

ま

響

鑢

・警

桑

纂

轟

縫

〓
（）８
（〕
　

〓
ミ
ふ

「
壇
響
ぐ
―‐―
」

「
Ｄ
将
彗
‐‐―
――
―
」

ｍ
幸
一

「一　や「

や

Ｓ
「

さ

■
（凛
簑

祥

ぐ

速
・Ｃ
鋼

ざ
響

じ
こ
‐
単

Ｅ
ｏ
∝
〓
①
♯

綺
黒

ぐ

諄
褒
古
〓

　

「
二
将
話
―‥―
――
…
」

蛾
饉
装
置
護
燃

〓
８

（ヽ

黎

恣

璃
摯
(
‖|

菫
趣
】摯
経

江

´
十

ご

バ
転
じ
く

拿

′
漱

〓
籠

メ
選

）
く

意

′
ミ

ト

′
華

壇

〓
ｏ
８

べ

督

薄

黎

ぐ

　

　

　

　

　

（
一
恒

窓
・業

ヽ

ポ

韓
義
δ
く

０

ぶ
く

ゞ

黎

霧

ぶ

ミ
峰

一彗

華

駐

需

　

´
場

尋

ネ

民
』

・
彗

織
驀

剤
奪
蓄
露
一　
一彗
荘

や
ぺ
ど
も

●
さ

゛
黎

ボ

礁

霊

′）
Ｄ
苺
『
ぐ

や
ヾ
〓
壺
く
』

゛
●
掟
事
、霧

鷺
Ｓ
（
蝶
）
目
お
撃
苺
■
ｃ
黒
ぐ
一竃
一
奪
Ｓ
黎
苺
貿
寺
嬌
長
ぐ

卜

′
未

爾

（́
撃

）
そ

一
輻
´
事

て
報

´
養

き

´
ミ

半

′
せ

賦

梃
褻

撃
櫂や
　
神

ぶ́
一へ
〓

曇́
環
バ
迎
）
Ｋ
傘
丼

翠
霊
０
さ
■
準
撻一
糠
壼
〓
＼
ｏ
［́
贅
護
制
悩
専
＼
的

藝
革
霜
二
一ヽ
Ｘ

襴
革

輩
翌
ム
壺
）
Ｋ
念
Ｘ

キ

編

ム
漱

）
子

傘
丼

十

覇

・
ヽ

〓
曜

Ｘ

（
迎
）
“
素
■
■
鞭
丼

黎
ミ
書
轟

騒
来

憲
燎
響
華
姜

Ｏ
｛＼
鑢
一
″∞
一＼
〔円
‘一∝
＼
〇
〓
′Ｃ
一＼
①
∞́
＼
卜
′卜
一＼
Φ
′Ｏ
Ｎ
＼
総
　
′６
一＼
守
′∞
一＼
”
　
．∞
一＼
Ｎ

機
∵
枢

電
料

姜

―

へ
ヽ
や
褻

瀬

鷲

」）
・
維

苺

疑

一味
ヽ
一ミ

♯
一
　

壼
響
二
‐

”
無

（
枢

）
Ｋ

傘

Ｘ

業
上
ヽ
〓
Ｉ
薫

報

Ｘ

葉

蒋

・
事

駅
縄

姜

Ц
曹
畔
鰹
業

華

一ヽ
層
Ｘ

痙

輩
■
〓
Ｘ

０
ヽ
Ｎ
諷
　́
ヾ
』＼
Φ
紹
′　
∝
＼
０
　
　
′〇
ヽ
Φ
　
′∞
＼
ヾ
′　
守
＼
”
′　
守
ゝ
儲
　
′ゞ
［＼
【
　
《》

―
ヽ
ヽ
や
蕪
慈
栄
黒
，
嶺
終

（
■
）
　

導
憲
霧
一針

ぐ
絲
警
事
華

養

　
　

藝

機
黎
嶽
蔀
な
蒸
奪
轟
嶺
華
鵜

（
図
磯
）
摯
や
鸞
葉
漂
　
（ぶ
・
電
）
壼
①
　
電
瘤
　
　
　
　
・奪
攣
電
―‐―
く
轟

（
蓉

裏

寺

）
　

ヽ

（
寧

驀

Ｋ

）
ぶ

一養
↓

菫

（
哺
）
整
卜

賦
○
【

（
壼
）
臨
○
“
Ｒ
で

縦
蓄

難
躊

爆
熱
響
鷲

博
糧
―…―
姜

壼

（
区

警

）
毅

壺

雇

「ヽ
ヽ
窓

十

熱

　

凛
幸
園

希
誓
恣
〓
黎

賛

半

窓
軽
■
く

‐
よ

ヽ
や
蕪
業
栗
鼻
，雑
苺

”苺
κ
恣
一Ｌ
黎

織
終
ぐ
一・」
樹

菫
　
　
　
雪

（
ポ
基
し
〓
０

習

（
■

）
ｍ
　
ヾ
　
獄
”

（
■
）
「奪

【
　
〓
〇
｛

（
　
）
菫
　
　
瞑

お

■

霧
”

（
■

）
〓
ｏ
　

Ｒ
敏
一

ご

卜

雪
”

ミ
Ｎ
一

・
　

電
０

窯

ば

〓
や

ヾ
　
外
　
お
ヽ

磯
黎
や
な
奏
竜
颯
雑

菫

ジ
、
〕
」
黎

準
ご
轟

恣
鑢

複
（
軍
収
恣
貯」
制

養
櫂
辣
半
ウ、ヽ
「
一゙
■

黎
鐙

菫
∞
ヾ
終

ぐ
警
警

「
Ｆ」
黎
」
。筆
導
嶽
ぐ

権
善
く
｝
ヾ

ヽ
―
イ
く
―
姜
恣
霊
響

熱 李 《 駆 蓼 割 置 檬 窓 摯 長   難

ぐ
黎
゛
燿
‘

彗
¨
“

一一
ぶ

〓

ゼ

喜

エ

イ

響



響
ビ
十
報

黎
無
く
倉

頸
準
鰈
鰹

頸
炸
響
幸

¨
補
単

一漁
単

楡̈
単

詢̈
単

′制
黒
く
嘔
′制
黎
機
′刺
豫
曇
孫
′黎
鍾
未
報
′螂
無
く
翁

′黎
繁
機
紅
′燃
迎
く
奪
′黎
駆
尊

瞑
颯

′機
観
受
わ
′樹
崚
硬
与

′黎
颯
ヽ
無
買
′剤
響
贅
ふ

′黎
十
や
軽

′黎
罫
く

ヤ
翠
′黎
華
長

冒
′黎
期
雪
黎
′樹
買
ぐ
÷
′構
崚
書
囃
′撃
礁
軍
毒
戴

′』
恣
伸
遷
　
　
泰
艘
中
ミ
ぐ

（警
華
事
富
時
警
ト
メじ

３
田曇
壼
‡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘇
絲
報
専
経
　
回
ｏ
∞
∞
妖

。く
申
怖
⊃
紀
量
傷
回
ｅ
巡
卜
筆
郎
褻

暑

）
題
工
為

む
建
椰
ｏ

　

（や
華

も

尊
〓
機
・ハ
ヘ
ー

可
ヽ

ふ

べ

く

や
ヽ

　

　

二墜

覆

観

一
購

Ю
軽

準

―
ヽ
ハ
や
齋
翌
Ｊ
「
蕪
挙
↑
Ｒ
暴

８
ざ
ず
，３
【∞
【

（州
）
璽
∞
電
ヾ
寺
吟
キ
苺

）
３
０
礁
絲
報
単
無
回
Ｘ

翠
Ｓ
）

）
３
９
里
奪
籍
薫
無
Ｓ
窓
越
彗
∞
寸
嫉

ｖ
３
０
里
恣
熱
集
黎
ヾ
特
苺
奪
～‐―
く

資

）
３
０
里
ぺ
区
（暮
回
罐
疑
「
Ｅ
黎
」
群
ぐ

〉
冒
゛
恣

瓢
蠍
響
彗
回
銀
銭
）
３
０
量
ぐ
熱
集
墨
艘
ぐ
護
黎

賞

“

奮

ロ

撃
籍
〇
織

群
繹
③
ミ

黎
籍
〇
嫉

黎
藩
⑤
熙

黎
藩
０
銀

〇
∞

¨
銀
｝

〇
〇

銀̈
一

『羅
艘
意
１１１
１１
ｌ
Ｌ
菫
饗
　
趣
種
　
雛
機
厨

〇
寸
】
｝
｝

郎
爆

〇
〇
¨
”
一
　
　
　
　
　
〇
∞
】〇
一

〇
〇
【Ｏ
｝

難
締
椰
事
経

〇
∞
「一

”
』
世
軍

′
ヽ
出
可


